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１．他団体との連携の希望 連携したい  

２．連携を希望する相手 

町内自治会・地域運営員会  

行政 企業 他の市民活動団体  

学校 

 

３．連携する場合、団体が提供できるもの（こと） 

スキルを持った人材を派遣できる。 

〔スキルの内容：マネジメント、会計処理〕 

知識やノウハウを提供できる。 

〔知識やノウハウの内容：マネジメント、会計処理〕 

資機材の貸出しができる。 

〔資機材の内容：プロジェクター〕 

４．他団体と連携する際、相手方に費用負担を求めるか 

求める   

〔※内容や金額、条件等：講師謝金としては、1万円/ｈを目安にしています。相談対応につ

いては、メール、電話等の相談は無料、対面での相談は 3,000 円/回を基準としています。〕 

５．他団体と連携した実績（事例）や今後連携する予定 

連携相手（団体等の名称） 連携内容 

県内ＮＰＯ（複数） ・市民活動支援センター運営を通した連携・福島県広域避難者支

援活動を通した連携・プロボノ事業を通した連携 

検見川商工振興会 多世代交流拠点おおなみこなみの運営を通した連携 

検見川町内自治会 多世代交流拠点おおなみこなみの運営を通した連携 

６．他団体と連携して行いたい取組の内容 

連携相手 連携して行いたい取組の内容 

谷津田保全団体 交流を通して課題を出し合い、解決策を考える。森林環境譲与税の

活用方法について提案し、市の谷津田保全をいっそう進める。 

  

  

７．他団体と連携することについての考えや、連携する際の課題など。 

 

 


